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大槌町大槌町災害に備えた心構え（自助・共助・公助）
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共助～地域防災力向上への取り組み～自助・共助・公助とは

自助～自宅でできる耐震対策～

地域防災力向上のための取り組み

自主防災組織に参加しましょう

● 落ち着いて自分の身を守る

● 家族を守る

● 地域の災害について知る

● 防災知識を身につける

● 災害・被害情報の収集

一人ひとりの
自覚に根ざした

自助
「自分の命・財産は
自分で守る」

地域コミュニティなどによる

共助
「隣近所での協力」

協力・補完

住民の役割

● 防災ハザードマップなどの作成および公表

● 被害想定・被害軽減策の検討

● 地域防災体制のしくみづくり

行政の役割

●協力して救出・救護活動

● 要配慮者の避難支援活動

● 地域防災活動の推進

地域の役割

● 顧客、従業員などの安全確保

● 地域との助け合い

事業所の役割

じじょ
きょうじょ

・普段から隣近所の人たちと
挨拶を交わしましょう。

・地域に住む高齢者の見守
りや、障がいをお抱えの
方への支援などに協力し
ましょう。

救出・救護 炊き出し

がれき除去
避難所運営

・地域の行事などに参加しましょう。

　災害時には、地域や身近にいる人同士の助け合い（共助）が大切です。地域行事や防災訓練に参加するなど、日頃
から、積極的に関係作りをしておきましょう。
　また、地域や事業者間でもこの防災ハザードマップを活用し、いつ、だれが、何をするのかをあらかじめ明確に
しておきましょう。

　自主防災組織とは、 「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識のもと、 自主的に連携して防災活動を行う

組織です。 大槌町では主に地区単位で結成されています。お住まいの地域に自主防災組織があれば積極的に活動

に参加し、 地域で防災活動に取り組みましょう。

　なお、 自主防災組織が結成されていない地域の方、 自分の地域にどのような組織があるかわからない方は、

大槌町防災対策課（電話：0193-42-8781）までご相談ください。

公助～大槌町の取り組み～

日　常

自主防災組織の活動例

災害時

●防災研修会の開催

●災害による被害を防ぐための活動（地域の危険箇所の把握など）

●防災訓練（災害時の活動の習得）

●防災広報誌の発行など

●初期消火や救出・救護

●避難誘導

●避難所の自主的運営など

じ かつ どう れい

日常の活動

災害時の活動
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食器棚

本棚

扉が開かないよう金具をつけ、中の食器

が飛び出すのを防ぎます。

壁側に接近させておき、上部をL

字型金具で固定するか、突っ張り

棒で固定しましょう。

テレビ
できるだけ低い位置に置き、金具

やロープ、耐震マットなどで下面・

柱・壁に固定しましょう。

住宅用火災報知器
煙や熱を感知すると警報音で

知らせてくれます。

照明器具
1本のコードでつるすタイプのものは、

鎖と金具で3箇所留めます。

窓ガラス
飛散防止フィルムを

屋内側に貼りましょう。

カーテン

家具の向きや配置に注意

防炎加工されたも

のを使いましょう。

暖房器具
ストーブなどの暖

房器具は、耐震自

動消火装置のある

も の か 確 認 し ま

しょう。

激しい揺れで家具などが倒れたとき、

避難できる通路をふさがないような場

所に家具を配置しましょう。

●防災ハザードマップなどの作成および公表

●防災に関する住民説明会の開催

●町指定緊急避難場所、町指定避難所の設置など

大槌町の取り組みは、パソコンや携帯電話・スマート

フォンで検索、または QR コードからアクセスして

確認することができます。 大槌町　防災 検索

パ ン パ ン パ ン

パ ン

行政による

公助
「町が進める防災対策」

こうじょ

じ

じ じょ たい しん たい さく

じょ じょきょう じょきょう

じ しゅ ぼう さい そ しき

じょこう

じ しゅぼうさい そ しき

こう じょ

じ じょ きょう じょ こう じょ


